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は
じ
め
に 

 

山
口
県
防
府
市
松
崎
町
に
あ
る
防
府
天
満
宮
（
松
崎
神
社
）
は
、
延
喜
二
年
（
九

〇
四
）
に
日
本
最
初
に
創
建
さ
れ
た
「
天
神
様
」
で
、
現
在
の
本
殿
、
幣
殿
、
拝

殿
は
、
昭
和
二
十
七
年(

一
九
五
ニ)

の
火
災
で
焼
失
し
た
後
、
再
建
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
神
山
公
園
（
別
名
酒
垂
公
園
、
旧
名
佐
加
太
利
公
園
ま
た

は
酒
滴
公
園
）
は
、
防
府
天
満
宮
の
北
側
に
位
置
し
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）

開
園
の
天
満
宮
周
辺
の
山
林
松
及
び
雑
木
で
、
防
府
市
が
管
理
す
る
都
市
公
園
で

あ
る
。
そ
の
面
積
は
ニ
九
・
四
㏊
、
戦
後
児
童
遊
園
施
設
な
ど
が
造
ら
れ
た
が
、

現
在
は
展
望
台
（
鐘
秀
台
）
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）

に
千
年
祭
（１
が
執
り
行
わ
れ
、
「
天
神
山
公
園
造
営
」
や
「
石
垣
燈
籠
築
造
」
等

の
各
種
関
連
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
（２
本
稿
で
は
天
神
山
公
園
に
現
存
す

る
「
流
れ
」
遺
構
に
関
す
る
調
査
の
成
果
を
報
告
し
、
小
川
治
兵
衛
と
「
天
神
山

公
園
造
営
」
事
業
等
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

    

一 

調
査
の
概
要 

 

 （
１
）
「
流
れ
」
遺
構
調
査
の
発
端 

 

「
流
れ
」
遺
構
の
調
査
の
き
っ
か
け
は
、
天
神
山
公
園
に
あ
る
大
正
四
年
（
一

九
一
五
）
建
立
の
「
造
園
記
念
碑
」
（
詳
細
は
後
述
）
の
裏
面
に
「
工
事
設
計
者 

大
阪
狩
野
宗
朴 

工
事
担
当
者 

京
都 

小
川
治
兵
衛
」
と
記
し
て
お
り
、
小
川

治
兵
衛
の
名
前
を
見
つ
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
初
は
、
小
川
治
兵
衛
が
天
神
山

公
園
で
何
ら
か
の
工
事
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
な
か
っ
た

が
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
三
月
頃
か
ら
詳
し
く
調
査
を
始
め
た
。 

（
２
）
「
担
当
者
」
小
川
治
兵
衛
と
「
設
計
者
」
狩
野
宗
朴 

石
碑
に
あ
る
「
工
事
担
当
者
」
の
小
川
治
兵
衛
は
、
植
冶
七
代
目
（
一
八
六
〇

～
一
九
三
三
）
に
つ
い
て
は
、
諸
先
学
の
様
々
な
調
査
研
究
や
著
書
（３
が
あ
る
た

め
、
こ
こ
で
は
詳
述
を
避
け
る
が
、
京
都
に
あ
る
山
縣
有
朋
の
「
無
鄰
菴
」
を
明

治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
か
ら
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
か
け
て
作
庭

し
、
同
時
期
に
「
平
安
神
宮
」
の
西
神
苑
、
中
神
苑
も
手
掛
け
、
そ
の
後
も
昭
和

初
期
ま
で
京
都
の
造
園
界
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
「
工
事
設
計
者
」
の
狩
野
宗
朴
は
大
阪
の
茶
人
の
宗
朴
三
代
目
（
尚
翁
、
一

八
三
三
～
一
九
〇
八
）
、
茶
室
や
茶
庭
に
造
詣
が
深
く
、
大
阪
の
道
明
寺
天
満
宮

に
そ
の
足
跡
が
残
る
。 

 

 

 



 

   

（
３
）
「
天
神
山
公
園
造
営
」
事
業 

当
時
の
『
防
長
新
聞
』
の
記
事
（４
に
よ
る
と
、
「
天
神
山
公
園
造
営
」
事
業
は

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
決
定
さ
れ
、
翌
三
十
三
年
本
格
的
な
工
事
が
は

じ
ま
り
、
同
年
五
月
に
は
造
園
工
事
に
先
立
っ
て
「
砂
防
工
事
落
成
式
」
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
別
の
記
事
（５
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
四
年
二
月
に
「
宮
市
天
神
山

公
園
造
営
工
事
」
が
着
手
さ
れ
、
翌
三
十
五
年
四
月
頃
の
千
年
祭
前
に
は
竣
工
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
４
）
植
治
と
「
天
神
山
公
園
造
営
」
事
業
の
係
わ
り 

「
天
神
山
公
園
造
営
」
事
業
は
、
「
宮
市
商
参
会
」
が
主
体
で
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
植
治
を
天
神
山
公
園
造
営
工
事
の
担
当
者
と
し
た
経
緯
は
明
ら
か
で
な

い
。
大
阪
の
天
満
宮
と
の
係
わ
り
を
持
つ
工
事
設
計
者
の
狩
野
宗
朴
の
紹
介
も
考

え
ら
れ
る
が
、
直
近
に
無
鄰
菴
や
平
安
神
宮
の
神
苑
の
造
営
に
携
わ
っ
た
こ
と
か

ら
、
山
縣
の
推
薦
（６
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
植
冶
の
事
績
と
し
て
「
三
田
尻

酒
垂
公
園
」
の
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。
（７ 

植
治
が
「
天
神
山
公
園
造
営
」
事
業
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
探

る
た
め
に
、
公
園
を
含
む
天
満
宮
境
内
を
踏
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
天
神
山
公
園

の
南
端
部
、
天
満
宮
社
殿
近
く
に
あ
る
傾
い
た
花
崗
岩
の
立
石
に
目
が
止
ま
り
、

あ
た
り
の
低
木
や
落
葉
を
か
き
分
け
る
と
、
そ
こ
に
は
見
事
な
「
流
れ
」
の
石
組

が
現
れ
た
。
「
流
れ
」
は
、
幾
段
に
も
落
差
が
あ
る
と
と
も
に
、
絶
妙
に
蛇
行
し

て
お
り
、
岩
盤
を
削
っ
て
水
流
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
流

れ
」
石
組
が
植
治
の
仕
事
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
現
存
石
組
遺

構
や
そ
の
周
辺
の
状
況
及
び
天
満
宮
所
蔵
の
史
料
等
を
調
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
成
果
を
記
し
て
お
く
。 

二 

「
造
園
記
念
碑
」 

 （
１
）
二
つ
の
石
碑 

「
造
園
記
念
碑
」
は
、
天
神
山
公
園
の
展
望
台
（
鐘
秀
台
）
へ
向
か
う
途
中
の

少
し
開
か
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
。 

こ
の
石
碑
と
は
別
に
、
園
路
の
向
か
い
側
に
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

三
月
の
建
立
と
記
す
子
爵
杉
孫
七
郎
（
一
八
三
五
～
一
九
二
〇
）
揮
毫
の
「
佐
加

太
利
公
園
」
碑
が
立
っ
て
い
る
。「
佐
加
太
利
公
園
」
は
天
神
山
公
園
の
旧
名
で
、

石
碑
は
公
園
の
竣
工
前
に
造
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
、
公
園
竣
工
直
前
の
明

治
三
十
五
年
一
月
に
公
園
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
十
三
年
後
の
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
に
造
園
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
上
記
二
つ
の
石
碑
は

当
初
か
ら
こ
の
場
所
に
据
え
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
）
。 

（
２
）
造
園
記
念
碑
裏
面
の
碑
文 

造
園
記
念
碑
の
正
式
名
称
は
裏
面
の
上
方
の
額
に
記
さ
れ
た
「
酒
垂
公
園
造
營

記
念
碑
」
で
あ
る
。
そ
の
碑
文
の
内
容
が
本
調
査
報
告
で
は
重
要
で
あ
る
た
め
、

翻
刻
し
て
全
文
を
掲
載
し
て
お
く
（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）
。 

（
表
面
）
造
園
記
念
碑
（
行
書
） 

（
裏
面
）
酒
垂
公
園
造
營
記
念
碑
（
楷
書 

原
文
は
縦
書
き
） 

酒
垂
公
園
、
一
名
天
神
山
公
園
。
此
山
、
高
秀
而
不
嶮
峻
、
幽
麗
而
不
僻
遠
。
奇

巌
為
骨
、
白
砂
為
膚
、
清
泉
為
脈
、
翠
松
為
髪
。
獨
立
防
府
平
野
、
招
迎
四
方
遊

客
。
實
天
然
之
大
公
園
矣
、
然
卞
璧
加
琢
磨
、
光
彩
自
照
、
呉
楚
鉄
経
鍛
錬
、
鋭

利
能
斬
蛟
、
蓋
此
山
亦
有
所
待
于
人
工
也
。
因
防
府
有
志
者
等
、
明
治
三
十
三
年

施
砂
防
工
事
、
先
堅
固
全
山
地
盤
、
三
十
四
年
、
三
十
五
年
、
更
修
築
道
路
、
架



 

   

設
橋
梁
、
増
植
梅
、
櫻
、
楓
、
杉
、
蘇
鐡
、
躑
躅
等
、
公
園
造
營
全
成
。
第
一
次

造
營
所
費
：
有
志
者
醵
出
金
、
二
千
三
百
圓
、
縣
費
補
助
金
、
四
百
三
十
三
圓
。

第
二
次
造
營
所
費
：
有
志
者
醵
出
金
、
壹
萬
五
千
八
百
圓
、
縣
費
補
助
金
、
二
千

四
百
四
十
圓
。
而
著
手
第
二
次
造
營
也
、
事
業
多
難
、
経
費
缺
乏
、
殆
不
能
期
完

成
。
以
是
明
治
三
十
五
年
一
月
、
組
織
公
園
會
、
得
會
員
四
千
五
十
九
人
、
一
致

協
賛
、
遂
成
其
功
。
是
雖
由
人
力
而
知
有
菅
公
神
霊
所
祐
也
。
神
力
祐
人
力
、
人

工
補
天
工
。
山
容
改
増
秀
麗
、
松
籟
幽
罩
神
韻
。
於
是
更
之
為
神
苑
、
永
欲
奉
慰

神
慮
、
乃
建
碑
以
為
云
爾
。 

 
 
 
 
 

大
正
四
年
五
月 

公
園
會 

総
裁 

男
爵 

楫
取
素
彦 

 

会
長 

 
 
 

兄
部
敏
輔 

理
事 

下
瀬
保
太
郎
、
白
石
民
之
助
、
小
野
国
太
郎
、
安
村
熊
蔵
、
井
関
与
市 

造
營
委
員 

波
多
野
弥
三
郎
、
小
倉
幸
熊
、
小
野
周
圃
、
河
野
虎
吉
、
河
村
久
之

助
、
吉
村
三
郎
、
吉
武
輝
人
、
竹
村
豊
太
郎
、
種
田
又
丞
、
中
村
長
蔵
、
上
村
元

三
、
久
保
庄
吉
、
安
村
猪
之
助
、
松
田
寅
蔵
、
藤
村
源
助
、
光
山
京
太
郎
、
藤
村

又
一
、
宮
内
龍
之
丞 

工
事
設
計
者 

大
阪 

狩
野
宗
朴 
 

工
事
担
当
者 

京
都 

小
川
治
兵
衛 

建
碑
委
員 

 

安
田
猪
之
助 

石
工 

福
岡
市
下
祇
園
町 

堀
善
右
衛
門 

前
記
の
碑
文
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
三
年
に
砂
防
工
事
を
行
い
、
ま
ず
は
全
山

の
地
盤
を
堅
固
に
し
、
明
治
三
十
四
、
三
十
五
年
に
、
さ
ら
に
道
路
や
橋
梁
を
修

築
し
て
、
梅
、
櫻
、
楓
、
杉
、
蘇
鉄
、
躑
躅
等
を
植
え
て
、
公
園
の
造
営
を
完
了

し
た
と
い
う
。
第
一
次
造
営
は
砂
防
工
事
、
第
二
次
造
営
は
公
園
の
造
営
に
あ
た

る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
で
扱
う
「
流
れ
」
遺
構
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
造

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三 

「
流
れ
」
遺
構
の
現
状 

 

（
１
）
概
要
（
図
1
参
照
） 

 

「
流
れ
」
遺
構
は
、
天
満
宮
社
殿
の
す
ぐ
北
側
に
位
置
し
、
東
端
部
に
石
積
堤

防
、
西
端
部
に
排
水
口
と
い
う
よ
う
に
東
高
西
低
の
地
形
に
沿
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
調
査
内
容
の
記
述
の
便
宜
上
、
「
流
れ
」
遺
構
を
南
北
の
道
に
分
断
さ
れ

た
東
側
を
「
流
れ
そ
の
１
」
、
西
側
を
「
流
れ
そ
の
２
」
と
し
、
さ
ら
に
、
「
流

れ
そ
の
１
」
を
流
路
等
の
形
状
の
特
徴
か
ら
「
上
流
部
」
、
「
中
流
部
」
、
「
下

流
部
」
と
し
て
分
け
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。 

（
２
）
「
流
れ
そ
の
１
」
遺
構
の
上
流
部 

「
流
れ
そ
の
1
」
遺
構
の
全
長
は
約
八
一
ｍ
で
あ
っ
て
、
当
時
の
上
流
部
分
が

ど
の
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
た
か
に
関
し
て
、
現
時
点
に
お
い
て
不
明
な
点
が
多
い
。

上
流
部
分
の
長
さ
は
約
三
五
ｍ
で
あ
る
。
上
流
部
分
で
は
後
世
、
水
路
の
改
修
工

事
が
施
工
さ
れ
て
お
り
、
中
流
部
の
石
材
と
同
じ
花
崗
岩
で
は
あ
る
が
、
鉱
物
の

粒
子
の
大
き
さ
な
ど
が
明
ら
か
に
違
っ
て
お
り
、
錆
色
の
強
い
石
が
平
天
で
据
え

て
あ
る
。
流
れ
の
幅
は
、
上
流
部
の
始
ま
り
か
ら
中
流
部
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
一
・
五

ｍ
で
あ
る
。
底
は
一
〇
㎝
内
外
の
玉
石
が
モ
ル
タ
ル
で
固
定
さ
れ
て
お
り
、
横
に

景
石
ら
し
き
石
や
燈
籠
の
笠
部
分
、
反
り
の
入
っ
た
石
橋
ら
し
き
物
が
、
散
ら
ば

っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

（
３
）
「
流
れ
そ
の
１
」
遺
構
の
中
流
部 



 

   
「
流
れ
そ
の
１
」
の
中
で
も
一
番
目
を
引
く
「
流
れ
」
遺
構
の
中
流
部
の
現
状

は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
中
流
部
の
長
さ
は
約
三
一
ｍ
で
あ
る
。
上
流
部
に

続
き
、
そ
こ
か
ら
岩
盤
の
細
い
窪
み
を
蛇
行
し
、
右
岸
は
石
を
絶
妙
に
組
合
せ
て

い
る
。
一
旦
流
れ
を
膨
ら
ま
せ
て
、
そ
の
先
の
石
橋
ま
で
流
れ
る
。
石
橋
を
過
ぎ

た
と
こ
ろ
で
約
ニ
五
㎝
の
段
差
が
あ
る
。
こ
こ
を
東
に
一
度
膨
ら
ん
で
か
ら
約

ニ
・
五
ｍ
あ
る
落
差
を
、
や
や
左
右
に
蛇
行
し
な
が
ら
落
ち
て
い
く
。
そ
こ
か
ら
、

後
に
工
事
さ
れ
た
約
一
五
ｍ
の
下
流
部
へ
と
流
れ
て
い
く
わ
け
で
、
そ
こ
か
ら
東

に
社
殿
と
や
や
平
行
に
崩
れ
石
組
が
あ
る
。
そ
の
中
ほ
ど
に
据
え
て
あ
る
立
石
な

ど
は
、
か
な
り
特
徴
が
あ
り
、
石
質
も
流
れ
と
同
質
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期

の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
長
さ
は
三
ｍ
ほ
ど
で
、
上
部
か
ら
の
法
面
処
理
と

景
観
的
配
慮
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

（
４
）
「
流
れ
そ
の
1
」
遺
構
の
下
流
部 

下
流
部
の
長
さ
は
約
一
五
ｍ
。
下
流
部
で
ま
ず
目
に
留
ま
る
の
が
、
高
さ
約
六

〇
㎝
と
約
一
・
五
ｍ
の
少
し
離
れ
て
立
つ
二
つ
の
傾
い
た
立
石
で
あ
る
。
下
の
社

殿
か
ら
の
視
線
で
は
、
造
形
上
か
な
り
動
き
の
あ
る
立
石
で
あ
る
。
中
流
部
と
の

境
目
に
は
、
上
流
部
と
同
質
の
石
が
い
く
つ
か
平
天
で
据
え
て
あ
る
。
そ
こ
か
ら

約
一
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
擬
木
が
、
約
六
〇
㎝
の
間
隔
で
設
置
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
周
り
に
は
、
中
流
部
と
同
質
の
護
岸
の
石
や
景
石
ら
し
き
石
が

点
在
し
て
い
る
が
、
現
状
を
見
る
限
り
、
当
初
の
流
れ
の
幅
や
深
さ
な
ど
は
想
像

つ
か
な
い
。
ま
た
、
上
流
部
と
同
じ
く
底
に
は
一
〇
cm
内
外
の
玉
石
敷
が
モ
ル
タ

ル
で
固
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
下
流
部
の
調
査
を
す
る
前
に
周
辺
の
低
木
な
ど
を

整
理
し
た
た
め
、
流
れ
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
以
前
は
水
路
の
底
な

ど
全
く
見
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。 

（
５
）
「
流
れ
そ
の
２
」 

流
れ
を
横
切
る
園
路
の
西
側
に
残
る
も
う
一
本
の
流
れ
が
「
流
れ
そ
の
２
」
で

あ
る
。
園
路
の
下
の
約
九
・
五
ｍ
の
土
管
を
出
た
水
路
は
、
手
前
の
下
流
部
と
同

様
、
両
脇
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
擬
木
で
囲
み
、
底
に
は
玉
石
敷
が
モ
ル
タ
ル
で
固

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
約
一
一
ｍ
の
水
路
の
先
に
は
石
製
の
欄
干
橋
が
残
さ
れ
て

お
り
、
長
さ
約
三
ｍ
で
丸
の
石
柱
二
本
で
こ
れ
を
支
え
て
い
る
。
こ
の
先
は
、
土

管
が
間
知
石
で
固
定
さ
れ
て
お
り
、
排
水
口
ま
で
約
二
三
ｍ
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

図1 「流れ」遺構の概念図（各部遺構の位置を示す） 



 

   

図2「その1」の中流部詳細平面図（実測調査図） 

 

四 

調
査
事
項 

 

図
2
は
、
「
流
れ
そ
の
1
」
遺
構
の
各
部
の
位
置
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め

に
作
成
し
た
遺
構
中
流
部
の
実
測
図
で
あ
る
。 

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
「
流
れ
そ
の
1
」
遺
構
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め

落
ち
葉
な
ど
の
清
掃
、
周
辺
樹
木
（
低
木
）
の
整
理
、
底
部
分
の
浚
渫
を
し
、
護

岸
の
状
態
調
査
、
現
状
の
簡
易
測
量
を
実
施
し
た
。
同
時
に
、
明
治
か
ら
現
代
ま

で
の
文
献
史
料
や
古
写
真
な
ど
を
収
集
し
、
流
れ
周
辺
の
変
化
の
過
程
を
検
証
し

た
。
そ
し
て
、
植
治
と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
た
め
、
現
存
遺
構
を
精
査
し
、
地
元

に
残
る
諸
史
料
を
検
証
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
諸
事
項
を
記
す
。 

（
１
）
瀬
落
ち
・
滝
・
崩
れ
石
組 

瀬
落
ち 

「
流
れ
そ
の
1
」
の
中
流
部
に
掛
か
る
石
橋
を
過
ぎ
て
す
ぐ
に
現
れ
る

段
差
が
瀬
落
ち
で
あ
る
。
三
石
を
横
に
並
べ
て
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
周
り
は
三

和
土
で
固
定
さ
れ
て
い
る
。
約
二
五
㎝
の
落
差
が
あ
り
、
底
部
分
は
水
流
に
よ
っ

て
か
な
り
え
ぐ
り
取
ら
れ
て
い
る
。 

滝
（
写
真
1
） 

「
流
れ
そ
の
1
」
中
流
部
の
滝
部
分
は
、
長
さ
約
五
ｍ
の
間
に

三
か
所
の
段
差
が
あ
り
、
つ
ま
り
三
段
滝
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
段
の
幅
は

さ
ほ
ど
広
く
は
な
い
が
、
左
右
に
振
り
分
け
て
複
雑
に
流
水
を
落
と
す
構
造
で
あ

る
。
そ
の
三
段
の
滝
の
水
源
は
、
天
神
山
か
ら
の
雨
水
だ
け
で
あ
る
た
め
、
降
水

量
に
も
よ
る
が
、
一
回
の
雨
で
流
れ
る
水
は
四
日
な
い
し
五
日
程
度
で
あ
る
。
水

落
ち
石
に
は
花
崗
岩
の
奇
石
を
使
い
、
い
く
つ
か
に
筋
落
ち
し
、
そ
れ
ぞ
れ
落
差

が
違
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水
の
落
ち
方
に
強
弱
を
つ
け
、
変
化
さ
せ
る
よ
う
に
組

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
滝
を
落
ち
た
水
は
、
下
の
平
天
石
に
あ
た
っ
て
水
し
ぶ
き 

が
四
散
す
る
姿
と
な
っ
て
お
り
、
滝
下
の
「
流
れ
」
底
は
、
三
～
五
㎝
の
玉
石
を

三
和
土
で
固
定
し
て
仕
上
げ
て
い
る
。 

崩
れ
石
組 

崩
れ
石
組
の
石
の
積
み
方
は
、
自
然
の
力
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
自
然

の
美
だ
け
を
強
調
し
、
横
並
び
の
滝
と
も
調
和
さ
せ
る
配
置
と
な
っ
て
い
る
。 

（
２
）
石
材 

「
流
れ
」
遺
構
全
体
に
使
わ
れ
て
い
る
石
材
は
、
天
神
山
全
体
に
広
が
る
粗
粒

で
白
い
斜
長
石
を
多
く
含
む
白
色
に
近
い
花
崗
岩
で
あ
る
。 

こ
の
岩
石
と
「
流
れ
」
に
使
わ
れ
て
い
る
岩
石
の
欠
損
部
分
を
比
較
し
て
み
た
。

ま
ず
、
岩
石
の
分
析
を
行
う
に
は
、
「
流
れ
」
に
使
わ
れ
て
い
る
石
の
風
化
や
組

成
の
変
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
山
口
県
立
山
口
博
物
館
の
赤
﨑
英
里
学
芸



 

   

員
に
ご
指
導
頂
き
肉
眼
観
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

(1 
鉱
物
の
粒
子
の
大
き
さ
、
形 

(2 
鉱
物
の
配
列
有
色
鉱
物
の
種
類
、
量
比 

(3 

有
色
鉱
物
の
種
類
、
量
比 

前
記
を
調
べ
た
結
果
、
酷
似
し
て
い
る
部
分
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
。 

こ
の
花
崗
岩
の
採
取
場
所
は
、
同
時
期
に
松
崎
神
社
で
行
わ
れ
た
石
垣
燈
籠
築

造
工
事
の
『
明
治
二
十
九
年
石
垣
燈
籠
築
造
書
類
』
に
、
「
間
知
石
ト
ナ
ス
ベ
キ

材
料
石
ハ
天
神
山
公
園
内
字
酒
垂
ニ
施
テ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
天
神
山

公
園
造
営
」
事
業
で
も
同
等
の
石
材
を
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
３
）
橋 

 

写真1 滝 2021/5/5撮影 

橋
に
関
し
て
現
在
確
認
で
き
る
古
写
真
の
中
で
、
「
流
れ
そ
の
1
」
中
流
部
に

架
か
る
橋
が
写
っ
て
い
る
も
の
は
二
枚
あ
り
、
幅
一
・
五
ｍ
前
後
と
推
定
さ
れ
る

丸
太
橋
が
写
っ
て
い
る
写
真
の
撮
影
年
代
に
つ
い
て
は
、
橋
の
後
ろ
に
社
殿
に
掛

か
る
足
場
が
見
え
る
事
か
ら
、
昭
和
二
十
七
年
の
火
災
で
焼
失
し
た
社
殿
の
再
建

工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
昭
和
三
十
年
頃
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
社
殿
と
周
り

の
土
塀
が
完
成
し
た
頃
に
は
、
丸
太
橋
は
確
認
で
き
ず
、
同
じ
場
所
に
は
、
現
在

架
か
っ
て
い
る
石
橋
が
写
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
現
在
の
も
の
と
特
定
で

き
た
か
に
つ
い
て
は
、
石
橋
に
は
わ
ず
か
な
反
り
が
あ
り
、
そ
の
端
に
現
在
の
石

橋
に
も
残
る
凹
凸
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
四
本
の
石
材
は
、
そ
の
両
端
の
加
工
さ

れ
た
凹
凸
な
ど
か
ら
、
こ
の
場
所
以
外
の
部
材
を
転
用
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。 図

3
は
、
明
治
二
十
八
年
頃
の
天
満
宮
旧
境
内
図
（８
で
、
こ
の
時
社
殿
西
側

に
「
流
れ
」
の
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
梅
林
と
階
段
が
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

天
神
山
か
ら
本
殿
横
へ
と
下
る
道
は
、
階
段
と
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
「
天
神
山

公
園
造
営
」
事
業
の
治
水
工
事
で
水
路
を
新
し
く
作
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の

た
め
、
工
事
以
前
は
小
道
に
橋
を
架
け
て
い
た
が
、
後
世
車
両
を
通
す
た
め
道
幅

を
広
げ
、
水
路
に
土
管
を
埋
設
し
使
っ
て
い
た
石
橋
が
不
要
と
な
り
、
別
の
場
所

へ
と
転
用
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
写
真
2
は
、
大
正
初
期
の
絵
葉
書
（
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
郵
便
規

則
改
正
前
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）
で
、
「
流
れ
そ
の
1
」
下
流
部
と
「
流
れ
そ
の

2
」
を
正
面
や
や
斜
め
か
ら
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
左
側
に
見
え
る
の
は
橋
の
よ

う
で
、
後
の
土
管
埋
設
時
に
道
幅
も
広
げ
、
流
れ
を
寸
断
し
た
た
め
、
写
真
か
ら

の
推
測
に
な
る
が
、
橋
の
幅
は
一
ｍ
前
後
で
あ
ろ
う
。
「
流
れ
」
上
流
部
横
の
小



 

   

道
を
下
っ
て
来
る
と
、
三
段
の
自
然
石
を
据
え
た
石
段
が
作
ら
れ
て
い
て
、
こ
の

石
段
も
「
流
れ
」
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
石
の
質
感
と
現
場
の
状
況

か
ら
推
定
で
き
る
。
こ
の
石
段
を
下
る
と
、
石
橋
の
方
向
へ
と
向
か
う
こ
と
か
ら
、

何
等
か
の
橋
は
架
か
っ
て
い
て
、
そ
の
橋
も
今
ほ
ど
の
幅
で
は
な
く
、
狭
か
っ
た

可
能
性
が
橋
の
下
の
石
や
、
据
付
け
状
況
か
ら
も
窺
え
る
。
流
れ
の
水
幅
が
最
も

狭
い
所
を
選
ん
で
架
け
て
い
る
こ
と
で
、
景
色
を
し
ぼ
る
意
図
が
見
て
取
れ
る
。

そ
し
て
、
石
橋
の
下
流
部
に
あ
た
る
社
殿
側
に
橋
挟
石
ら
し
き
石
が
、
両
端
に
見

ら
れ
る
が
、
石
の
向
き
が
石
橋
と
合
致
し
て
い
な
い
た
め
、
橋
の
架
け
替
え
時
に

修
正
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

図3 明治28年頃の天満宮旧境内図 

写真2 「佐加太利公園」 



 

   

（
４
）
燈
籠 

現
在
は
崩
れ
て
い
る
山
燈
籠
は
、
土
台
に
対
し
て
の
中
台
や
笠
の
大
き
さ
な
ど

も
、
非
常
に
気
に
な
る
所
で
は
あ
る
が
、
こ
の
土
台
に
関
し
て
、
元
々
こ
の
場
所

に
据
え
ら
れ
て
い
た
景
石
の
可
能
性
も
あ
り
、
平
天
の
石
で
あ
っ
た
た
め
そ
の
上

に
竿
か
ら
上
を
載
せ
て
燈
籠
を
作
り
上
げ
た
と
も
推
測
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 

（
５
）
そ
の
他 

「
天
神
山
公
園
造
営
」
事
業
で
行
わ
れ
た
工
事
の
痕
跡
が
ほ
か
に
な
い
か
を
探

す
た
め
、
天
神
山
か
ら
神
社
境
内
地
を
精
査
し
、
そ
れ
ら
し
い
箇
所
を
見
つ
け
出

し
た
。
そ
の
中
に
、
天
神
山
南
面
の
幅
約
五
ｍ
の
水
路
上
流
部
に
堤
防
が
あ
る
。

そ
の
水
路
下
流
部
で
見
ら
れ
る
間
知
石
積
と
は
明
ら
か
に
違
う
雑
割
石
積
の
堤

防
が
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
石
積
の
堤
防
か
ら
約
七
ｍ
下
が
っ
た
辺
り
か
ら
間
知

石
積
の
水
路
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
事
か
ら
堤
防
以
外
は
、
後
の
工
事
の
痕
跡

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し
雑
割
石
積
堤
防
と
間
知
石
積
水
路
が
同
時
期
の

工
事
で
あ
れ
ば
、
堤
防
も
間
知
石
で
積
む
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
堤
防

か
ら
距
離
を
置
い
て
水
路
が
始
ま
る
箇
所
も
現
時
点
で
は
解
明
で
き
て
い
な
い
。

そ
の
空
積
の
雑
割
石
積
堤
防
は
、
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
し
て
排
水
口
は
、
境
内
西
側
の
隅
に
残
さ
れ
て
い
て
、
他
の
流
れ
や
堤
防
と

石
質
が
似
て
い
る
事
や
、
石
の
組
み
方
な
ど
か
ら
当
時
の
遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
現
在
架
か
っ
て
い
る
欄
干
橋
か
ら
こ
の
排
水
口
ま
で
は
、
土
管
で
約
二
三

ｍ
つ
な
が
っ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
間
の
詳
細
な
絵
図
や
写
真
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
が
、
そ
も
そ
も
土
管
の
埋
設
で
は
な
く
、
流
れ
と
し
て
欄
干
橋
を

く
ぐ
り
抜
け
そ
の
ま
ま
つ
な
が
っ
て
い
た
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る

と
、
間
知
石
で
固
定
さ
れ
た
、
後
の
工
事
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
排
水
口
に

流
れ
た
水
は
、
隣
接
す
る
寺
の
参
道
脇
に
土
管
を
使
い
急
勾
配
に
送
水
す
る
形
で

あ
る
。
本
殿
西
側
は
、
寺
と
の
間
に
か
な
り
の
落
差
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
処
理

方
法
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 

五 

考
察 

 （
１
）
「
流
れ
」
遺
構
の
造
営
年
代
に
つ
い
て 

図
3
の
明
治
二
十
八
年
頃
の
天
満
宮
旧
境
内
図
に
は
、
梅
林
や
階
段
が
確
認

さ
れ
る
が
、
「
流
れ
」
遺
構
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
幕
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
防

長
風
土
注
進
案
』
に
掲
載
さ
れ
た
防
府
天
満
宮
の
境
内
図
で
は
、
境
内
の
範
囲
は

社
殿
の
周
辺
に
限
定
さ
れ
、
社
殿
の
南
東
方
角
に
「
心
ノ
字
池
」
（
現
存
「
放
生

池
」
）
と
い
う
書
き
込
み
は
認
め
る
が
、
北
西
方
角
に
は
「
流
れ
」
ら
し
き
も
の

は
確
認
で
き
な
い
。
一
方
、
図
1
に
示
し
た
よ
う
に
天
神
山
公
園
の
「
流
れ
」
遺

構
の
上
流
方
向
に
治
水
工
事
の
一
環
と
し
て
造
ら
れ
た
石
積
堤
防
が
あ
っ
て
、

「
流
れ
」
遺
構
の
上
流
部
分
と
そ
れ
に
続
く
流
路
が
「
流
れ
」
遺
構
の
中
流
部
、

さ
れ
に
下
流
部
へ
と
続
く
よ
う
に
、
一
連
の
造
園
工
事
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も

の
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
流
れ
」
遺
構
は
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か
け

て
刊
行
さ
れ
た
絵
葉
書
に
そ
の
姿
が
景
色
の
一
部
と
し
て
写
さ
れ
、
近
代
に
お
い

て
は
じ
め
て
防
府
名
所
と
し
て
認
知
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
流
れ
」
遺
構
の
造
営
年
代
は
「
造
園
記
念
碑
」
に
記
さ
れ
た
公
園
造
営
さ
れ
た

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
こ
の
碑
に
記
さ
れ
た
造
園
「
工
事
担
当
者
」
は
「
京
都
小
川
治
兵
衛
」
す
な

わ
ち
無
鄰
菴
や
平
安
神
宮
の
造
園
で
知
ら
れ
る
七
代
目
植
治
で
あ
っ
た
。 

 
 



 

   

（
２
）
「
流
れ
」
遺
構
の
形
式
と
植
治
の
造
園
手
法
に
つ
い
て 

一
般
に
流
れ
の
下
流
部
と
し
て
は
、
本
来
流
れ
自
体
が
穏
や
か
で
、
そ
の
幅
も

広
く
な
り
、
小
石
が
混
じ
る
水
が
主
体
の
も
の
を
想
像
す
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
想

像
を
こ
え
た
造
形
美
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
現
在
も
「
流
れ
そ
の
1
」
下
流
部
に
点

在
す
る
酒
垂
山
の
花
崗
岩
が
、
こ
の
時
の
「
流
れ
」
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
残
り
の
大
量
に
組
ま
れ
て
い
た
石
材
は
、
盛
り
土
に
埋
没
し
て
い
る
か
、

後
の
工
事
で
撤
去
さ
れ
別
の
場
所
で
転
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

上
述
し
た
「
流
れ
」
遺
構
の
所
々
に
み
ら
れ
る
巧
妙
な
石
組
や
「
流
れ
」
の
花

崗
岩
乱
組
と
一
体
を
な
し
た
植
栽
の
下
物
な
ど
は
、
無
鄰
菴
や
平
安
神
宮
の
西
神

苑
及
び
西
神
苑
か
ら
中
神
苑
へ
の
「
流
れ
」
に
み
ら
れ
る
植
治
の
造
園
手
法
に
相

通
ず
る
も
の
が
あ
る
。 

 

結
び 

 

今
回
の
調
査
で
は
、
地
元
に
残
る
文
献
史
料
か
ら
「
天
満
宮
公
園
造
営
」
事
業

の
植
治
に
関
す
る
記
載
等
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
天
神
山
公
園
造

営
」
事
業
と
「
石
垣
燈
籠
築
造
」
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
発
注
者
が
異
な
り
、
「
石

垣
燈
籠
築
造
」
事
業
は
松
崎
神
社
、
「
天
神
山
公
園
造
営
」
事
業
は
宮
市
商
参
会

で
あ
る
こ
と
が
、
天
満
宮
所
蔵
史
料
や
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
判
明
し
た
。
「
石

垣
燈
籠
築
造
」
事
業
の
史
料
で
は
、
計
画
書
や
見
積
書
、
領
収
書
に
至
る
ま
で
詳

細
に
確
認
で
き
た
が
、
明
治
三
十
年
に
地
元
宮
市
の
有
力
者
な
ど
で
設
立
さ
れ
た

組
織
で
あ
る
宮
市
商
参
会
主
導
の
「
天
神
山
公
園
造
営
」
事
業
の
史
料
に
関
し
て

は
、
当
時
の
新
聞
記
事
以
外
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。 

こ
の
「
流
れ
」
遺
構
に
は
、
京
都
を
中
心
と
し
た
植
治
に
よ
る
築
庭
造
園
手
法

と
酷
似
し
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
治
水
問
題
を
公
園

造
営
事
業
に
活
か
す
機
会
を
得
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
空
間
を
創
り
出
し
た
植
治

の
功
績
を
称
え
た
い
。 

 

［
註
］ 

1- 

当
時
の
『
防
長
新
聞
』
の
記
事
で
は
「
宮
市
天
満
宮
千
年
祭
」
や
「
宮
市
松
崎
神
社
千

年
祭
」
等
の
呼
称
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
菅
公
千
年
祭
は
防
府
天
満
宮
を
は
じ
め
、
日
本

各
地
の
天
満
宮
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

2- 

『
防
長
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
四
月
九
日
付
け
の
記
事
「
宮
市
松
崎
神

社
千
年
祭
彙
報 

特
派
員 

上
領
秀
太
郎
報 

▲
本
日
の
祭
典
」
に
よ
る
。 

3- 

京
都
を
中
心
と
す
る
七
代
目
小
川
治
兵
衛
（
植
治
）
の
造
園
活
動
に
関
す
る
尼
﨑
博
正

氏
の
一
連
の
研
究
・
著
書
は
下
記
に
示
す
。 

・
尼
﨑
博
正
編
著
『
植
治
の
庭
―
―
小
川
治
兵
衛
の
世
界
』
淡
交
社
、
一
九
九
〇
年 

・
尼
﨑
博
正
著
『
石
と
水
の
意
匠
―
―
植
治
の
造
園
技
法
』
淡
交
社
、
一
九
九
二
年 

・
尼
﨑
博
正
著
『
山
紫
水
明
の
都
に
か
へ
さ
ね
ば 

七
代
目
小
川
治
兵
衛
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
一
二
年 

・
（
公
財
）
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所 

田
中
利
津
子
『
植
治
の
庭 

―
近
代
の
庭
園

－
』
（
第
二
八
六
回
都
市
考
古
資
料
館
文
化
財
講
座
）
二
〇
一
七
年 

4- 
『
防
長
新
聞
』
明
治
三
十
三
年
五
月
三
日
付
け
「
砂
防
工
事
落
成
式
」
の
記
事
に
よ
る
。 

5- 

明
治
三
十
四
年
二
月
十
九
日
付
け
の
『
防
長
新
聞
』
の
「
天
神
山
公
園
事
務
所
と
工
事

監
督
員
」
記
事
に
は
「
去
る
一
日
よ
る
着
手
し
た
る
宮
市
天
神
山
公
園
造
営
工
事
に
就
て

同
地
霊
臺
寺
に
事
務
所
を
設
置
し
該
工
事
に
関
は
る
諸
般
の
事
務
を
處
理
す
る
こ
と
ご
と



 

   
な
れ
も
尚
を
宮
市
商
參
會
よ
る
撰
出
せ
ら
れ
た
る
工
事
監
督
員
は
評
議
員
小
野
國
太
郎
氏

に
決
定
し
た
り
と
」
と
記
す
。
ま
た
、
『
防
長
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
四

月
九
日
付
け
の
記
事
「
宮
市
松
崎
神
社
千
年
祭
彙
報 

特
派
員 

上
領
秀
太
郎
報 

▲
本

日
の
祭
典
」
に
は
「
本
日
は
午
前
八
時
過
ぎ
社
司
武
光
信
雄
氏
は
同
社
境
内
石
垣
燈
籠
の

落
成
及
び
天
神
山
庭
園
修
築
申
告
の
祝
詞
を
奏
し
社
殿
に
於
て
前
項
記
載
熊
毛
郡
奉
納
の

獅
子
舞
あ
り
當
日
の
参
列
者
石
垣
燈
籠
修
築
委
員
天
神
山
公
園
修
築
員
其
他
献
供
願
主
等

は
拜
禮
終
り
て
神
酒
を
拜
戴
し
正
午
頃
春
風
樓
に
於
て
折
詰 

饗
應
を
受
け
る
筈
に
て
餘

興
と
し
て
軍
樂
及
び
烟
火
を
打
揚
ぐ
（
後
略
）
」
と
記
す
。 

6- 

「
天
神
山
公
園
造
営
」
事
業
の
総
裁
で
あ
る
楫
取
素
彦
は
、
群
馬
県
令
を
退
官
後
、
明

治
二
十
六
年
四
月
に
三
田
尻
（
防
府
）
へ
移
住
し
て
き
た
。
明
治
三
十
年
貞
宮
御
養
育
掛

と
し
て
上
京
し
た
が
、
貞
宮
内
親
王
が
夭
逝
さ
れ
た
た
め
、
明
治
三
十
二
年
に
は
再
び
三

田
尻
に
戻
っ
た
。
楫
取
は
こ
の
事
業
の
こ
と
を
事
前
に
聞
か
さ
れ
、
明
治
三
十
年
に
上
京

し
た
際
、
山
縣
を
通
じ
て
、
植
治
の
起
用
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
も
、
史
料
が
見
つ
か
っ

て
い
な
い
現
時
点
で
は
否
定
で
き
な
い
。
山
縣
に
関
し
て
は
、
「
山
縣
元
帥
（
中
略
）
太

宰
府
の
菅
公
一
千
年
祭
に
参
詣
の
後
京
都
無
隣
庵
に
静
養
す
べ
し
と
云
う
」
記
事
（
『
防

長
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三
月
十
八
日
付
の
記
事
「
山
縣
元
帥 
山
縣
元

帥
は
愈
々
今
明
日
頃
京
地
出
發
、
製
鐵
所
視
察
に
赴
く
筈
に
て
尚
太
宰
府
の
菅
公
一
千
年

祭
に
參
詣
の
後
京
都
無
隣
庵
に
靜
養
す
べ
し
と
云
ふ
」
）
が
残
っ
て
お
り
、
太
宰
府
天
満

宮
へ
は
参
詣
し
て
い
る
が
、
松
崎
神
社
へ
の
参
詣
の
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。 

7- 

『
逝
い
た
造
園
王
』
の
見
出
し
の
つ
い
た
（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
昭
和
八
年
十
二
月
四

日
朝
刊
）
の
記
事
に
、
「
三
田
尻
酒
垂
公
園
」
の
文
字
が
確
認
で
き
る
。 

8- 
 

『古
社
寺
取
調
書
』 

防
府
天
満
宮
旧
境
内
図 

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
山
口

県
文
書
館
蔵 


